
２
月
に
能
登
半
島
の

問地
震
の
状
況
を
見
て
き

て
、
住
宅
耐
震
化
が
重
要

と
実
感
し
た
。

耐
震
診
断
費
用
の
自
己

負
担
軽
減
や
、
耐
震
改
修

工
事
費
用
の
補
助
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
の
耐
震

建
設
部
長

診
断
補
助
事
業
は
、
診
断

費
用
総
額

万
円
の
う
ち

13

９
割
を
市
が
補
助
し
、
個

人
負
担
は
１
万
３
千
円
で

実
施
し
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
以
降
、

市
民
の
耐
震
化
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

ま
ず
は
事
業
の
周
知
を
図

る
。耐

震
改
修
工
事
補
助
事

業
は
、
対
象
工
事
費
の
補

助
率
３
分
の
１
、
上
限
60

万
円
で
実
施
し
て
お
り
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
他

の
メ
ニ
ュ
ー
と
併
せ
て
、

１
０
０
万
円
の
支
援
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
能
登
地
震
も
踏

ま
え
、
県
内
の
他
自
治
体

の
実
施
状
況
も
参
考
に

し
、
拡
充
も
含
め
適
切
な

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

築

年
以
上
が
経
過

問

40

し
た
耐
震
不
足
の
住
宅
の

建
て
替
え
は
、
所
有
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
経
済
負

担
が
重
い
。

介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
災
害
時
の
要
配
慮
者

の
中
で
、
個
別
避
難
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

在
宅
で
過
ご
す
要
配
慮

者
の
住
宅
耐
震
調
査
、
耐

震
改
修
は
ど
う
か
。

局
所
的
な
補
強
と
、
防

災
ベ
ッ
ト
や
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
の
設
置
な
ど
、
改
修

支
援
の
実
態
を
伺
う
。

要
配
慮
者
の

建
設
部
長

個
別
避
難
計
画
は
、
避
難

時
の
支
援
を
優
先
的
に
作

成
し
て
い
る
。

今
後
は
、
本
人
や
家
族

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

福
祉
専
門
職
や
、
町
内
会

の
支
援
者
等
に
、
耐
震
診

断
や
改
修
等
の
制
度
を
周

知
す
る
。

計
画
作
成
時
に
、
希
望

者
に
案
内
で
き
る
福
祉
と

防
災
と
の
連
携
を
図
っ
て

ゆ
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

活
用
に
よ
る
部
分
補
強
工

事
が
、
例
年

件
程
度
あ

10

る
が
、
防
災
ベ
ッ
ド
や
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
実

績
は
な
い
。

県
で
は
、
減
災
対
策
に

係
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
拡

充
し
、
防
災
ベ
ッ
ド
や
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
費

用
に
つ
い
て
、
補
助
率
80

％
、
上
限
額

万
円
の
支

30

援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

県
と
協
調
し
連
携
し

て
、
周
知
・
普
及
し
て
行

き
た
い
。

耐
震
改
修
の
補
助
金

問に
関
し
て
、
高
知
県
・
高

知
市
に
は
「
代
理
受
領
制

度
」
が
あ
る
。

申
請
者
と
業
者
が
契
約

前
に
相
談
し
、
こ
の
制
度

を
使
っ
て
、
住
宅
耐
震
改

修
で
申
請
者
が
受
け
取
る

補
助
金
を
直
接
、
市
か
ら

業
者
に
支
払
う
も
の
で
あ

る
。申

請
者
は
実
際
の
費
用

と
補
助
金
の
差
額
（
自
己

負
担
額
の
み
）
を
業
者
に

支
払
う
だ
け
で
、
改
修
工

事
が
可
能
と
な
る
。

申
請
者
の
支
払
負
担
を

減
ら
す
取
組
の
検
討
を
お

願
い
す
る
。
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２
月

日
の
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

29

、

、

日
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は

①
建
物
災
害
へ
の
備
え

②
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

要
配
慮
者
の
住
宅
耐
震
改
修
は

၀
ُ
ೃ
ž
ڃ
ও
Ơ
ఽ
۽
၁
�#

介
を
主
張
し
て
、
共
産
党
に
は
紹
介
議

員
の
要
請
無
し
。
結
果
、
総
務
常
任
委

員
会
の
審
査
で
は

自
民
党
議
員
が

引

、

「

き
金
は
ハ
マ
ス
に
よ
る
テ
ロ
行
為

「
請

」

願
が
根
拠
と
し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の

統
計
は
信
用
で
き
な
い
」
等
と
主
張
し

た
の
に
対
し
て
、
紹
介
会
派
か
ら
反
論

は
無
く
、
あ
っ
さ
り
継
続
審
査
に
。

▽
事
実
を
無
視
し
、
軍
備
増
強
が
何
よ

り
も
重
要
と
す
る
自
民
党
の
あ
か
ら
さ

ま
な
軍
国
主
義
の
主
張
は
重
大
で
す
。

共
産
党
県
議
団
は
そ
れ
ら
を
打
ち
破
る

明
確
な
政
策
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
代

表
質
問
の
機
会
、
総
務
委
員
会
に
所
属

す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

下
で
も
、
今
年
６
月
、
９
月
（
私

、）

12

月
（
石
川涉

議
員
）
の
質
問
で
、
自
公
政

治
に
代
わ
る
政
治
の
展
望
と
、
県
が
お

こ
な
う
べ
き
対
案
を
き
っ
ぱ
り
示
し
て

い
く
決
意
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

２
月
県
議
会

で
特
徴
的
だ

っ
た
事
。

▽
自
民
党
は

、

代
表
質
問
で

①
日
本
の
原

発
は
世
界
で

最
も
厳
し
い

安
全
基
準
。

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
再
処
理
施
設
が
竣

工
し
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
が
可
能
と

な
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
気

料
金
高
騰
を
招
く
。
原
発
再
稼
働
が
必

要
。
②
自
衛
隊
違
憲
と
す
る
運
動
に
屈

し
な
い
政
治
の
結
果
、
日
本
は

年
間

70

平
和
。
戦
争
が
起
こ
れ
ば
病
院
も
福
祉

施
設
も
破
壊
さ
れ
る
。
拠
っ
て
、
国
防

こ
そ
が
最
大
の
福
祉
。

▽
市
民
連
合
や
ま
が
た
か
ら
「
ガ
ザ
地

区
で
の
即
時
停
戦
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
」
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
県
政
ク
ラ
ブ
が
単
独
で
の
紹

市
の
公
文
書
管
理
条

問例
が
令
和
３
年
４
月
に
施

、

。

行
さ
れ

３
年
を
迎
え
る

公
文
書
は
市
民
の
財
産

で
あ
り
、
適
切
な
保
存
管

理
と
活
用
、
将
来
の
市
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

「
適
正
な
管
理
」
に
つ

い
て
、
分
類
・
仕
分
け
・

整
理
、
管
理
・
保
存
ま
で

の
流
れ
は
ど
う
か
。

公
文
書
「
適
正
な
管
理
」の
流
れ
は

市
公
文
書
の

総
務
部
長

管
理
条
例
と
規
則
、
文
書

、

、

管
理
規
定
に
従
い

収
受

作
成
し
た
文
書
は
、
種
類

に
応
じ
１
年
、
３
年
、
５

年
、
７
年
、

年
、

年

10

30

間
保
存
す
る
。

本
庁
舎
で
は
、
保
存
期

限
１
年
以
下
の
文
書
は
期

間
満
了
ま
で
担
当
部
署
で

保
管
し
、
保
存
期
間
終
了

後
に
廃
棄
と
な
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



。

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
4月4日入札分

・市立湯野浜小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（湯野浜一
丁目16番38号 （入札15業者））
(株)デンケン 11,550,000円（12,090,000円）工期～12/27（落札率95.53％）
・市立櫛引中学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（上山添字文
栄86番地 （入札15業者））

（ ） （ ）(有)新興電気設備 21,280,000円 21,880,000円 工期～12/27 落札率97.26％
・市立鶴岡第二中学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（宝田二
丁目8番34号 （入札15業者））

（ ） （ ）荘内配電管工(株) 20,700,000円 21,830,000円 工期～12/27 落札率94.82％

鶴岡市の地域別子どもの数　（2024年3月31日）

０歳 １歳２歳３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

鶴岡

男 275 252 273 260 284 286 293 312 320 309 329 340 374 362 399

女 280 235 257 280 259 313 280 315 333 346 337 345 365 347 358

計 555 487 530 540 543 599 573 627 653 655 666 685 739 709 757

藤島

男 37 25 26 14 23 35 24 33 33 28 31 41 26 47 36

女 25 23 22 23 30 22 32 28 38 34 28 40 38 32 47

計 62 48 48 37 53 57 56 61 71 62 59 81 64 79 83

羽黒

男 24 16 17 23 27 20 26 28 33 31 29 24 37 34 34

女 19 19 20 15 22 17 33 20 29 19 29 30 29 34 39

計 43 35 37 38 49 37 59 48 62 50 58 54 66 68 73

櫛引

男 8 12 15 21 19 30 37 25 24 24 26 27 32 26 29

女 19 22 15 14 22 16 23 28 27 28 29 22 23 34 28

計 27 34 30 35 41 46 60 53 51 52 55 49 55 60 57

朝日

男 7 5 8 10 6 6 4 12 12 7 14 14 9 10 21

女 9 3 4 6 2 7 8 11 9 10 6 4 13 14 12

計 16 8 12 16 8 13 12 23 21 17 20 18 22 24 33

温海

男 13 9 15 10 14 9 6 13 15 17 21 14 14 19 20

女 7 11 10 10 5 11 13 11 11 11 17 22 19 19 16

計 20 20 25 20 19 20 19 24 26 28 38 36 33 38 36

合計

男 364 319 354 338 373 386 390 423 437 416 450 460 492 498 539

女 359 313 328 348 340 386 389 413 447 448 446 463 487 480 500

計 723 632 682 686 713 772 779 836 884 864 896 923 979 978 1039

（
１
面
の
つ
づ
き
）

保
存
期
間
３
年
以
上
の

文
書
は
、
原
則
と
し
て
一

定
期
間
経
過
後
に
総
務
課

公
文
書
管
理
室
へ
引
き
継

、

。

ぎ

一
括
保
管
し
て
い
る

保
存
期
間
満
了
後
は
、

毎
年
一
定
の
時
期
に
、
所

管
課
や
郷
土
資
料
館
の
担

当
者
立
会
の
下
、
歴
史
的

価
値
あ
る
文
書
を
保
存
文

書
と
し
て
選
別
、
そ
れ
以

外
は
廃
棄
し
て
い
る
。

実
施
機
関
ご
と
に
分

問類
さ
れ
た
文
書
数
、
保
管

期
間
ご
と
の
保
管
場
所
の

状
況
と
、
条
例
制
定
後
の

変
化
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

令
和
３
年
度

総
務
部
長

以
後
の
公
文
書
対
象
の
実

績
は
、
３
年
度
は
６
万
８

６
４
８
、
４
年
度
は
６
万

７
２
０
２
件
、
５
年
度
は

２
月

日
時
点
で
５
万
７

21

２
８
４
件
だ
。

実
施
機
関
で
の
作
成
状

、

、

況
は

３
年
間
の
平
均
で

市
長
部
局
が
５
万
～
５
万

２
千
件
で

％
程
度
、
教

75

育
委
員
会
が
８
千
件
で
12

％
程
度
、
消
防
本
部
が
６

千
～
７
千
で

％
程
度
、

10

そ
の
他
が
残
り
の
２
千
件

弱
で
３
％
程
度
で
あ
る
。

紙
文
書
は
、
各
施
設
単

位
で
文
書
の
保
存
期
間
ご

と
に
保
管
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
本
庁
舎
で
は
保

管
場
所
で
あ
る
地
下
書
庫

に
収
ま
ら
ず
、

年
保
存

30

な
ど
の
期
間
が
長
い
文
書

を
中
心
に
、
職
員
研
修
会

館
地
下
や
、
地
域
庁
舎
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
、
廃
校
舎

等
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
文
書
は
、

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
電

子
デ
ー
タ
保
管
さ
れ
て
い

る
。条

例
施
行
後
、
各
実
施

機
関
の
垣
根
を
超
え
、
打

ち
合
わ
せ
や
会
議
概
要
、

報
告
な
ど
、
情
報
共
有
が

速
や
か
に
な
っ
た
。

情
報
公
開
請
求
の
状

問況
に
つ
い
て
、
請
求
件
数

の
推
移
と
、
請
求
者
や
請

求
事
項
の
分
類
数
、
請
求

か
ら
開
示
ま
で
要
し
て
い

る
日
数
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
度

総
務
部
長

が

件
、
請
求
者

人
、

85

47

４
年
度
が
１
０
８
件
、
同

人
、
５
年
度
は

月

36

2

21

日
時
点
で

件
、
同

人

73

44

の
請
求
が
あ
っ
た
。

請
求
内
容
の
分
類

で
は
、
業
務
請
負
契

約
工
事
等
の
入
札
手

続
き
に
係
る
文
書
、

住
居
表
示
や
地
番
に

係
る
図
面
等
が
、
比

較
的
頻
度
が
高
い
文

書
と
な
っ
て
い
る
。

条
例
で
は
請
求
が

あ
っ
た
日
か
ら

日
15

以
内
に
開
示
決
定
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ

年
の
実
績

3

は
、

～

日
程
度

10

12

の
期
間
で
開
示
決
定

の
手
続
き
を
遂
行
し

て
い
る
。

令
和
５
年
度
第
１
回
鶴

岡
市
児
童
福
祉
審
議
会

（
佐
藤
豊
継
委
員
長
）
が

日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

18
令
和
６
年
度
に
お
け
る

特
定
教
育
・
保
育
施
設
等

の
利
用
定
員
は
、
鶴
岡
幼

稚
園
１
３
０
人
を

人
に

85

減

（
１
号
認
定
（
教
育

、
利
用
の
満
３
歳
以
上
児

童
）

人
か
ら

人
、
２

45

25

号
認
定
（
保
育
利
用
の
満

３
歳
以
上
児
童
）

人
か

85

ら

人

、）

60

定
１
０
８
人
か
ら

人
、

85

２
号
認
定

人
か
ら

52

55

人
）
で
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
の

入
所
児
童
数
は
、
利
用
定

員
４
１
１
９
人
に
対
し
、

０
歳
児
１
１
４
人
、

１
歳
児
５
０
７
人
、

要
で
は
な
い
か

、」

「
す
べ
て
の
子
ど
も
の

中
に
、
障
害
児
も
含
む
と

捉
え
る
べ
き
だ
が
、
記
載

が
な
く
盛
り
込
む
べ
き
で

は
な
い
か

、」

こ
ど
も
未
来
推
進
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
前
へ
出
て
こ
れ
な
い
子

ど
も
達
が
い
る
。
そ
の
声

を
反
映
し
て
ほ
し
い

、
」

「
中
高
生
の
居
場
所
が

必
要
で
は
な
い
か

、」

「
屋
内
遊
戯
施
設
や
学

童
保
育
所
施
設
等
が
遅
れ

て
い
る
。
他
地
域
を
見
る

べ
き
だ

、」

「
こ
ど
も
会
議
で
の
提

案
を
実
施
す
る
た
め
の
予

算
付
け
が
必
要
で
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
第
３

期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
に
向
け
、

年
４
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

、

２
歳
児
５
６
９
人

、

３
歳
児
６
５
３
人

、

４
歳
児
７
２
１
人

５
歳
児
７
４
５
人

で
、
合
計
３
３
０
９

人
で
す
。

令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
、
子
育
て
推

進
課
内
に
「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
設

置
を
予
定
し
、
母
子

保
健
と
児
童
福
祉
の

一
体
的
支
援
体
制
の

整
備
を
図
る
ー
等
の。

報
告
が
あ
り
ま
し
た

第
２
次
鶴
岡
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計

（

）

、

画

案

に
つ
い
て

委
員
か
ら
「
教
育
分

野
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
分
野
か
ら
の
支
援

と
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

み
ど
り
幼
稚
園
は

１
６
０
人
か
ら
１
４

０
人
に
減
（
１
号
認


